
 
 

 

 

今年の２年生は、２つのグループに分かれて農学部の渡邉先生、木原先生の授業に参加させていただきました。 

【渡邉 文雄先生】  

魚の栄養素について研究されている渡邉先生からは、「鳥取県の海の幸に学ぶ、県水産業の活性化へ向けた鳥取大学の取
組」という地域貢献事業で実施した内容を、２年生にも分かりやすい内容にして教えていただきました。県の新ブランドに
なった「トロハタ」開発では、ハタハタの脂質含量を非破壊で測定する方法を考案したことや、魚に含まれる栄養成分と健
康効果などについて知ることができました。 

～子供の感想～ 

・魚のあぶらは肉のあぶらよりも体にいいことが分かりました。 

・日本のハタハタは他の国でとれたハタハタよりもあぶらが多く、おいしい 

ということが分かりました。 

・魚のあぶらの量をはかる機械があることを初めて知りました。 

・ソーセージやかまぼこが魚からできていると知ってびっくりしました。 

・鳥取の新しいブランド「トロハタ」を私も食べてみたいです。 

・ぼくたちは魚や動物の命をもらって食べているのだなと思いました。これからも、 

 魚のことをもっと知りたいです。 

 

【木原 奈穂子先生】 

農業物流通について研究をされている木原先生からは、「生産者（農家）」、「流通業者（八百屋）」、「消費者（お客さん）」
のそれぞれの役割について教えていただきました。２つのグループで３つの役に分かれて、生産者は、値段の書かれたカー
ドに野菜や果物の絵を描いてそれを流通業者に売る。流通業者は、値段を見ながら生産者から野菜や果物を買い付け、消費
者に売る。消費者は、八百屋からほしいものを買うという流通の仕組を学ぶ体験をさせていただきました。どちらのグルー
プの八百屋が儲けることができたかをゲーム感覚で体験しました。また、これからの農業では生産者と消費者の高齢化が想
定されるため、生産者を守るために自分たちに何ができるのかを考えました。 

 

～子供の感想～ 

・鳥取で作られている野菜をもっとたくさん食べて、自分の地域を助けたいと思 

いました。 

・農家さんは、お客さんが何をほしいのか、どんな野菜を作ったらいいのかを考 

えているのがすごいなと思いました。これからは、食べ残しをせずきれいに食 

べたいです。 

・流通ゲームで野菜を売ってみたら、今までは簡単だと思っていた八百屋さんの 

仕事が、こんなに難しいんだなということが分かりました。 

・生産者から八百屋さんに野菜や果物が届き、さらにそこから消費者に野菜が届 

くまで、とても長いので大変だろうなと思いました。 

・お客さんの役をして、いろいろな野菜を買いました。農家さんが野菜を作るの 

は大変なんだなと思いました。 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

２年生の活動の様子を紹介します。 

キャリアに拓く ２年生の活動 
訪問先：農学部 


